
第１２１回 維持管理研究会 議事録 

 

１． 開催日時 ： ２０２１年 ８月１９日（木）１6：0０～１７：４０ 

２． 場   所 ： Zoom リモート開催 

３． 出席者（敬称略） １５名 

相原、上辻、小田、金子、熊沢、久保、澤田、清水、守護、菅谷、高橋、徳山、柳本、山下、中谷（記） 

４． 研究テーマ 

Covid-19 蔓延中のなか、全国各地で水害の被害が発生しております。また小規模な地震も頻発している 

中にあって、マルチ災害が想定されることから、今回の研究会では、防災対応とＢＣＰに関する対応範囲や 

役割（各社の担当部門等）及び早急に組織内で遣るべきことについて、メンバー間で議論を行った。 

 

■防災と BCP 

 
防災と BCP を混同している企業が多くあり、防災マニアルを BCP と呼んでいる企業があるとのこと。 

参加メンバー企業においても、当初は防災と BCP が混在していて、経営トップに理解してもらうのに相当時間 

を要し苦労したが、現在はしっかり分けて順調に活動できている。 

また某社では、防災マニアルもなかったので、そこから策定したので大変苦労したとの意見もあった。 

 

■規定とドキュメントの位置づけ 

 

企業内における、就業規則や人事評価等の位置づけは明確になっているが、防災や BCP ドキュメントの位置 

付けを明確にしている企業が大変少なかった。 

これは組織として、大変重要なことなので関連部門間で今後検討していく必要がある。 



 

■緊急時の組織体制（例） 

 

 現存の組織体制に各々の役割を割り当てて対応されている企業が大半である。 

 ＩＣＳの基本機能を説明し、緊急時の役割を今居る人を割り当てる考え方（必要性）を理解してもらい 

今後前向きに検討し、訓練・演習を行いたいとの企業が見られました。 

 

 

 ＜次回予定＞  

 ・９月１６日（木）16:00～17:30 

                                                               以上  


